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第１０４ 令和４年６月１０日発行

間もなく梅雨入りです。神奈川県内のコロナウイルス感染症の陽性者数が、
１０００人のラインを上下する日がまだ続くようです。早く５００人以下に
なってほしいですね。

「広町夏まつり、今年も見送りとなりました」

新型コロナウイルス感染症のため２年間中止となりました広町夏まつり、陽性者数が減り始め

ましたので今年は開催出来るのではと希望を持っていた人も多いと思います。６月理事会で夏ま

つり開催について、検討をしました、色々な意見がありましたが、もう一年様子を見て来年こそ

安心して夏まつり行うべきとの結論となりました。

中田連合の中でもいくつかの自治会が準備をしていますが、会場での飲食は行わないようです。

「学校における熱中症予防とマスク着用について」（横浜市、通知抜粋）

学校生活ではマスク着用を基本としていますが、屋外で距離をとって活動する場合には

マスクを着用する必要はありません。特に、気温・湿度や暑さ指数（WBTG）が高い日には
熱中症等による健康被害が発生するおそれがあることから、WBGT２１℃以上の場合、
屋内外に関わらず、体育の授業等ではマスクを外すよう指導して下さい。

また、登下校中におけるますくの着用については、熱中症のリスクを回避することが難

しいことから、健康被害が発生する可能性が高い場合には、人との距離を十分に保つよう

注意すること、なるべく会話をしないこと等に気を付けて、マスクを外すよう指導して下

さい。

「フィッシング詐欺が急増」 （すぐに返信しないこと）

パソコンやスマホに、「貴方のカードの利用で、本人の利用かどうか確認したい取引があり、

カード利用を一部制限させていただきます。」「お客様の会員資格は 2022/6/10に更新を迎えます。
あなたのアカウント情報を確認する必要があります、情報を更新して下さい」など、本物と

区別できないようなメールが届いていませんか？

「有名なカード会社等を騙った、巧妙なフィッシング詐欺です。」

「カードを持っていない人にも送られて来ています。あなたの情報が欲しいのです。」

「パソコンやスマホに詳しい人に相談しましょう。」

【絶対に返信しないで下さい】

広町自治会

会長 猪俣 武雄

８０２－２３９１広町だより
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「急がれる防災対策」 最近 全国的に地震が多いと思いませんか？

・南海トラフ地震とは
南海トラフとは、駿河湾から遠州灘に、熊野灘、そして紀伊半島の南側の海域及び土佐湾を経

て、日向灘沖までを走っているフィリピン海プレートと

ユーラシアプレートが接する位置の海底が、溝状の地形

となって形成されている区域のことを言います。南海ト

ラフ地震が起こると言われる根拠は、海側のあるフィリ

ピン海プレートトが陸側のユーラシアプレートの下に、

毎年数ｃｍの速度で沈み込んでいるためです。陸側のプ

レートは地下に引き込まれてしまい、ひずみが蓄積され

ます。

さらに南海トラフ地震の恐ろしいところは、この一連

の動きが繰り返し発生するところです。地震がいつ起こ

るかは誰にも分かりませんが、南海トラフ地震は過去に

（９０年～２６５年の間で）何度も起こっています。

もし最短スパンの９０年だったとすると２０３６年となり、そう遠くない未来に起こる可能性

は十分考えられます

・もう一つ恐ろしい地震が首都直下型地震
もう一つ、確実に起こるとされているのが首都直下型地震です。

文字通り東京都を中心とする首都近辺に、マグニチュード７クラスの巨大地震が起こると予測さ

れています。南海トラフ地震と比べると範囲は狭まるものの、日本を動かす中枢の場所であるこ

とから、ここで巨大地震が起こった場合に発生する被害と混乱は予測不可能と言えるでしょう。

国の有識者たちは２０１３年に、首都直下型地震は今後３０年以内に７０％の確率で起こると

発表しています。

東京都は令和４年５月２５日防災会議を開き、首都直下型地震が起きた場合の被害想定を１０

年ぶりに見直しました。内容についてはこれから色々な場面で具体化されていくでしょう。

・私たちの対策は、
「自助」「共助」「近所」と言われますが、自分が被災者にならないために何が出来るか、イメ

ージしてみましょう。地域全体が被災しています。自分や家族が負傷していたら近所の人を助け

るなど考える余裕はないでしょう。大切なのは自分や家族が無事でいることです。

【貴方にも、すぐにできる５つの対策は】その１

・３日間の家族分の食料と水を家庭内で備蓄

・ガマン出来ないのはトイレです。簡易トイレパックを準備しましょう。

風呂の水を水洗トイレには流さない、配管が破損していると、

詰まってしまい家中がトイレの洪水になる可能性も！

・自分がケガをしない心がけ、ガラス等で足の裏をケガすると避難も

出来ません。古い厚底の靴を身の回りに準備しましょう。

・すぐに使える簡単な救急箱を家庭内の数カ所に置く

・日常飲んでいる薬の説明書やお薬手帳を、スマホで写真に撮り

保存する

以前に配布した「その時、３日間を生き延びる！」を熟読して下さい。

広町のホーページを開くには ‼
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